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＜熱血！！五飯隊＞
五霞町にご当地グルメを！の意気込みで３年
目。あっという間に完売しました。

＜ごかりん号＞
当日は無料で運行。たくさんのご利用あ
りがとうございました。

＜コミカルサイエンスショー　
なっぱ＆ペッパーゼロさん＞

楽しく・分かりやすいショーで環境問題
について学びました！

＜それいけ！ごかりんバルーン＞
世界でたった一つ。自分だけのごかりん風船
ができました。

＜飲食エリア＞
みんなでワイワイいろんなメニューを食
べくらべ！

＜㈱染めQテクノロジィ＞
バック・巾着を染める体験型ワークショッ
プ。自分だけのデザインができました。

＜マジックショー　青柳さん＞
地元出身のマジシャン。鮮やかな手さば
きにみんなくぎ付けでした。

＜フリースタイルフットボーラー 
ＴＯＭＭＹさん＞

華麗なボールさばきは神業レベル！

　五霞町の秋を彩る食の祭典「第12回五霞ふれあい祭り」が晴天のなか盛大に開催され、当日は「笑顔まん
め～ん　おなかまんぷ～く　ＰＰＡＰ」と題し、地元産食材を使った飲食ブースをはじめ、町内企業による
体験型ワークショップやショーエリアでの趣向を凝らした演目など、「食べて・見て・遊べる」お祭りを来
場者は楽しんでいました。
　また、五霞中学校・埼玉純真短期大学のみなさんもプチボランティアとして参加するなど、地域・産・
官・学が一体となった手作りのお祭りとなりました。

＜ＧＷＯ22（五霞中学校吹奏楽部）＞
祭りのオープニングにふさわしいすばらしい
演奏でした。

飲食・体験ブース

ショーエリア・ステージ

11月５日
第12回五霞ふれあい祭り

が 開 催 さ れ ま し た
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〈将棋愛好会〉
11月３日には将棋体験コーナーが設けら
れ子どもたちとの対局を楽しみました。

〈ティンカーベル〉
響き渡るベルの音に会場のみなさんが聞
き入っていました。

〈ヴォイストレーニング講座〉
本年度初めて開講した講座で、文化祭初
参加。ユーモアあふれる発声練習後、３
曲披露していただきました。

〈茶道講座〉
落ち着いた雰囲気の中、おいしい茶をい
ただき、和の心を感じることができまし
た。

〈コールみずき〉
テレビ人気番組の主題歌で、新しい曲・
歌い継がれている曲など３曲を披露して
いただきました。

〈オランダヒンダーローペン講座〉
かわいらしい作品展示とあわせて行われ
た体験コーナーが大人気でした。

〈五霞さつき会〉 (場所：道の駅ごか)
丹精込めて育てられた力強い枝ぶりのさ
つきが数多く出展されました。

〈五霞美園会〉
子どもたちも出演した素晴らしい舞踊に
盛大な拍手が送られました。

〈スクエアステップ〉
決められたパターンに従ってステップ
します。初めての方でも頭と足を同時に
使って軽やかにステップしていました。

　中央公民館において、文化協会主催による五霞町文化祭が開催され
ました。
　参加団体のみなさんが「元気でいこう」の合言葉をもとに、来場さ
れるみなさんに楽しんでもらおうと、展示や体験、ステージ発表など
工夫を凝らし、多くの方々にご協力いただき、元気で楽しい文化祭と
なりました。

　　11月３日～５日
五霞町文化祭

が 開 催 さ れ ま し た
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昨
今
、
全
国
的
に
公
共
交
通
離
れ
が
進
み
、

利
用
客
の
少
な
い
電
車
・
バ
ス
が
廃
止
さ
れ

る
な
ど
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

し
さ
を
増
す
一
方
で
す
。
し
か
し
、
通
勤
・

通
学
や
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
に
公
共
交
通
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通
を
未

来
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
五
霞
町
の
公
共
交
通
網

　

町
の
公
共
交
通
機
関
は
、
決
ま
っ
た
路
線

や
バ
ス
停
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
（
五
霞
・

幸
手
駅
線
）
と
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

ご
か
り
ん
号
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
予
約
が
あ
っ
た
際
に
出
発
地
か
ら

目
的
地
ま
で
の
運
行
を
行
う
デ
マ
ン
ド
型
の

公
共
交
通
機
関
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
行
っ
て
い
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。

　
町
の
公
共
交
通
の
現
状

　

ご
か
り
ん
号
の
利
用
者
数
は
年
々
増
加
し

て
い
る
一
方
、
路
線
バ
ス
は
平
成
26
年
度
を

ピ
ー
ク
に
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と

が
左
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
運
行
費
用
の
町
負
担
金
が

年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
左

の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
り
ま
す
。
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（見込み）

乗って守ろう！

公共交通
みんなで乗ろう！

町負担金と
利用者数の

推移
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　公共交通の利用者の減少は、運行本
数の減少につながります。利便性が低
下すると、利用者がさらに減少すると
いう連鎖的な悪循環に陥る恐れがあり
ます。そのような状況が続けば、公共
交通そのものもがなくなってしまうか
もしれません。
　そして、最近は高齢者による自動車
事故が社会問題化しており、運転免許
証の返納も話題になっています。
　高齢化が進む中で、交通手段の確保
は重大な課題となっています。
　また、渋滞や環境、健康などに配
慮し、自動車に過度に依存する状態
から、公共交通（バス・電車・タク
シー）の「かしこい使い分け」への転
換を家族や地域のみなさんで一緒に考
えていきましょう。

○お問い合わせ
　生活安全課　くらし安心Ｇ
　☎（84）3618（直通）

　公共交通の利用者が減少する中、その存続は交通事業者の努力
や行政がすべての公共交通を維持するにも限界があります。
　地域住民・交通事業者・行政が、それぞれの立場を尊重しなが
ら、連携・協力して公共交通を維持していくために取り組むこと
が求められています。

公共交通の４つのメリット
環境に優しい

二酸化炭素の排出量は、バ
スであれば自動車の約３分
の１、電車であれば約６分
の１で済みます。

車の維持費
マイカーの場合、燃料代、
保険代、税金など合わせる
と１日当たり1,500円程度
かかります。
※2,000ccの車を想定

渋滞の緩和
マイカーの利用者が減
少すると道路の交通量
が減り、通勤時間帯な
どでの渋滞の緩和につ
ながります。

健康の増進
徒歩での移動距離が短い
マイカーに比べ、公共交
通を利用するとバス停や
駅からの移動で歩く機会
や距離が増えて日常的に
運動量が多くなり、健康
増進につながります。

公共交通がなくなったら大変！

運転免許証を返納したら
買い物にも困るなぁ

自転車では遠くて通え
ないし、送り迎えがな
いと通学できないよ
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12 月は町税等収納強化月間です
税金の納め忘れはありませんか？

　町県民税、固定資産税、国民健康保険税などの町税や、介護保険料、後期高齢者医療保険料、上下水道料金

などは、私たちが安心して暮らすための貴重な財源です。指定された納期限までに納めましょう。納期限まで

に納付されなかった場合、督促や文書催告を送付するなどして、納付をお願いしています。

　なお、12月は収納強化月間として、文書、訪問及び電話などによる催告や財産差押などの滞納処分を強化し

ます。早めの納付にご協力ください。

夜
間
収
納
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す

　

平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税
等

の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税
相
談
へ

お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
毎

月
末
の
最
終
平
日
に
収
納
窓
口
の
受
付

時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日　
12
月
27
日
㈬

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

※
窓
口
や
連
絡
先
は
、
下
の
表
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

事
情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
税
相

談
を

　

病
気
や
失
業
、
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
の
期
限
内
納

付
が
困
難
な
方
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
必
ず
町
民
税
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
を
定

め
、
分
割
納
付
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
は
ロ
座
振
替
が
便
利
で
す

　

町
税
や
上
下
水
道
料
金
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
安
心
で
便
利
で
す
。
納
付

の
た
び
に
、
役
場
や
金
融
機
関
な
ど
に

足
を
運
ぶ
手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
忘

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
内
の
金
融
機
関
及
び
各
課
窓
口
に

て
、
通
帳
と
届
出
印
を
持
参
の
う
え
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
取

対象税等 町税等 介護保険料 学校給食費 上下水道料金
下水道受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
（役場）

健康福祉課
（役場）

教育委員会
（中央公民館）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ 税務Ｇ 高齢者支援Ｇ 学校教育Ｇ 水　道G

下水道Ｇ

電　話 ☎（84）1966 ☎（84）0006 ☎（84）1462 ☎（84）3000

※保育料及び学校給食費については、夜間収納窓口は開設していません。

滞
納
を
放
置
し
て
お
く
と
…

　

町
で
は
、
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方

と
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、
ま
た
安
定

し
た
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、
納
税

に
対
し
て
誠
意
の
み
ら
れ
な
い
納
税
者

に
対
し
て
は
財
産
調
査
を
行
い
、
財
産

（
不
動
産
・
預
貯
金
・
給
与
・
売
掛
金
・

生
命
保
険
な
ど
）
の
差
押
え
な
ど
の
滞

納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
３
日
㈰
に
休
日
納
付
、

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

収
納
強
化
月
間
と
し
て
12
月
は
次
の

と
お
り
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
日

ご
ろ
平
日
に
納
付
や
相
談
が
困
難
な
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日　
12
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

扱
い
は
指
定
の
金
融
機
関
の
み
と
な
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

平成28年度滞納処分（差押え）執行状況
財産の種類 件　数 換価金額（円）
預貯金 7 1,057,815
給　料 10 4,543,800
年　金 2 440,158
不動産 6 0

所得税還付金 16 468,467
その他 4 714,000
合　計 45 7,224,240
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■第５回体協会長杯争奪ゲートボール大会
○期日　９月26日　○場所　ごかみずべ公園
○参加　18名　
○結果（敬称略）
　優　勝　菅原　敏子　　準優勝　橋本　信子
　第３位　香取　静子　　敢闘賞　小野尾　幸栄

■第28回Ｂ＆Ｇ会長杯争奪兼
　第67回町民バレーボール大会
○期日　10月 22日
○場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター
○結果
　優　勝　ブーケ
　準優勝　オリーブ
　第３位　クレア

㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社
茨
城
工
場
か

ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

　

10
月
12
日
、
㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社
茨
城

工
場
（
工
場
長　

太
江
田　

和
年
氏
）
か

ら
、
地
域
振
興

の
た
め
５
万
円

を
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と

寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ご
厚
志
に
対

し
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

植
竹
一
彦
氏
が
地
域
安
全
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

西
小
学
校
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

小
学
生
が
体
験
交
流
を
し
ま
し
た

ま
ち・体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

　

10
月
10
日
、
水
戸
市
の
茨
城
県
立
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
第
39
回

地
域
安
全
茨
城
県
民
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
町
か
ら
植
竹
一
彦
氏
が
地
域
安
全

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
竹
一
彦
氏
は
、境
地
区
セ
ー
フ
テ
ィ

マ
イ
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
五
霞
班
の
一
員
と

し
て
、
町
内
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
活
動

を
長
期
に
わ
た
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

　

９
月
11
日
か
ら
22
日
ま
で
、
五
霞
西

小
学
校
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
二
人
の

小
学
生
が
体
験
交
流
学
習
を
し
ま
し
た
。

二
人
は
双
子
の
兄
弟
で
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ

流る

芳か

君
と
ビ
シ
ョ
ッ
プ
魁か
い

人と

君
で
す
。

二
人
の
お
母
さ
ん
は
、
五
霞
町
出
身
の

ビ
シ
ョ
ッ
プ
久
恵
（
旧
姓　

宇
田
川
）

さ
ん
で
す
。
お
母
さ
ん
の
強
い
希
望
で

こ
の
体
験
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
４
年
生
の
学
級
に
所
属
し

て
交
流
し
ま
し
た
。
西
小
学
校
の
児
童

と
一
緒
に
教
室
で
学
習
し
た
り
、
校
庭

で
運
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
練
習
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
二
人
は

西
小
学
校
の
児
童
と
と
て
も
仲
良
く
な

り
、
楽
し
い
体
験
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
西
小
学
校
の
児
童
た
ち

に
と
っ
て
も
貴
重
な
国
際
理
解
の
学
習

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
と
が
五
霞
町
と
外
国
の
小

中
学
生
の
交

流
が
盛
ん
に

な
る
き
っ
か

け
に
な
る
と

良
い
と
思
い

ま
す
。

■第26回町民テニス大会
○期日　10月２日　○場所　町テニスコート
○結果　優　勝　百瀬・細井ペア
　　　　準優勝　深海・中村ペア
　　　　第３位　飯田・深沢ペア
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「
い
じ
め
」
の

根
底
に
は
、
他

人
に
対
す
る

思
い
や
り
、
い

た
わ
り
と
い
っ

た
人
権
意
識

の
希
薄
さ
が

あ
り
ま
す
。
相

手
が
受
け
る

痛
み
を
考
え

る
こ
と
な
く
、

徹
底
的
に
痛
め
つ
け
る
場
合
さ
え
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
い
じ
め
」
を
行
う

子
ど
も
は
、「
の
ろ
い
か
ら
『
の
ろ
ま
』

と
言
っ
た
だ
け
」
な
ど
と
言
い
逃
れ
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
他
人
の
弱
い
点
を
、
思
い
や
る
の
で

は
な
く
逆
に
「
い
じ
め
」
の
口
実
に
し

て
し
ま
う
点
も
、
人
権
意
識
の
希
薄

さ
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
人
権
意

識
と
は
、
他
人
の
心
の
痛
み
を
分
か

る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

「
い
じ
め
」
は
差
別
の
芽

　
「
い
じ
め
」
は
、
動
き
が
鈍
い
と
か

水
泳
が
下
手
だ
と
い
っ
た
集
団
の
中

の
異
質
な
も
の
を
標
的
に
、
た
だ
異

質
で
あ
る
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
理
由

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
不
合
理
な

差
別
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
、
そ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
差
別
の
芽
と
な
る

危
険
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
差
別
を

な
く
す
た
め
に
も
、「
い
じ
め
」
を
な

く
す
た
め
に
も
、
お
互
い
の
異
な
る

点
を
個
性
と
し
て
尊
重
す
る
人
権
意

識
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

心
の
痛
み
と
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
こ

と
が
大
切

　
「
い
じ
め
」
を
受
け
た
子
ど
も
は
、

相
談
相
手
も
な
い
ま
ま
、
来
る
日
も

来
る
日
も
一
人
で
深
刻
に
悩
み
続
け
、

学
校
へ
登
校
し
て
皆
と
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
さ
え
恐
ろ
し
く
な
り
、
孤
独

感
を
感
じ
て
行
き
場
を
失
い
、
将
来

に
わ
た
る
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
い
じ
め
」
を
す
る
側
に
、
相
手
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
さ
せ
、「
い
じ
め
」が
、

大
変
に
残
酷
で
、
取
返
し
が
つ
か
な

い
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
を

十
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
大

切
で
す
。

人
権
意
識
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

　

結
局
、「
い
じ
め
」
は
、「
い
じ
め
」

を
行
う
子
ど
も
の
存
在
感
や
自
尊
感

情
の
欲
求
不
満
の
代
償
行
動
と
し
て

な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
か
ら
、

「
い
じ
め
」
を
な
く
す
た
め
に
は
、
根

本
的
に
は
「
い
じ
め
」
を
行
う
子
ど

も
の
存
在
感
や
自
尊
感
情
を
満
足
さ

せ
る
よ
う
に
、
彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
彼
ら
の
悩
み
を

解
消
し
て
い
く
指
導
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
い
じ
め
」
は
他
人
に
対

す
る
思
い
や
り
、
人
権
意
識
の
希
薄

さ
に
よ
る
行
為
で
す
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
中
に
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
う
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

12  

月
の
行
事
予
定

12  

月
の
行
事
予
定

こどもの
ひろば

こどもの
ひろば

思いやりの心で明るい社会を

「いじめ」は人権意識の
希薄さによるもの
（総務課人権推進室）

西児童館　　　　☎(84)2321
・ちびっこ広場	 １日㈮
・デカバクダンゲーム	 11日㈪
・避難訓練	 12日㈫
・ちびっこ広場	 15日㈮
・手作りクッキング	 18日㈪
・クリスマス会	 22日㈮
・指あみにチャレンジ	 25日㈪

南児童館　　　　☎(84)3456
・にこにこ広場	 8日㈮
・チャレンジデー③	 8日㈮
・ドッジボール大会・避難訓練
	 11日㈪
･クリスマス会	 22日㈮
・みんなでクッキング	 26日㈫

第
７
回
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
in
五
霞
町
を
開
催
し
ま
す

　

第
７
回
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
in
五

霞
町
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
児
童
館
な
ど
を
利
用
し
た
こ
と
の

な
い
方
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
子
育
て

中
の
親
子
が
気
軽
に
交
流
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
な
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
大
道
芸
シ
ョ
ー
及
び
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

・
親
子
で
遊
べ
る
か
ん
た
ん
工
作

　

タ
オ
ル
で
ケ
ー
キ
作
り
、
リ
サ
イ
ク

　

ル
ご
ま
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が

　

か
わ
い
い
○
○
○
○
に
大
変
身
な
ど

・
ゲ
ー
ム
大
会

　

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
ワ
ニ
た
た
き
、
缶

　

玉
入
れ
、
ひ
も
く
じ　

な
ど

・
身
体
測
定
・
子
育
て
相
談

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
こ
ぶ
た
ぬ
き
つ
ね
こ
」

・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

　
「
エ
ビ
姫
も
の
が
た
り
」

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
み

ん
な
で
一
緒
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

○
対
象　

　

未
就
学
児
の
親
子
と
そ
の
家
族

○
場
所　
ご
か
西
児
童
館

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ご
か
西
児
童
館

　

☎
（84）
２
３
２
１
（
直
通
）

〔昨年度の子育て応援フェスタの様子〕

臨時休館のお知らせ　12月２日㈯は、第７回子育て応援フェスタ準備のため両館とも閉館します。
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ごかの
　お知らせ

（No.507）

役場の代表電話は☎（84）1111 です

お
し
ら
せ

（
健
康
福
祉
課
）

　

７
月
、
８
月
に
実
施
し
ま
し
た
が

ん
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
検
診
日
及
び
受
付
時
間

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方

　

12
月
16
日
㈯

　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
方

　

12
月
17
日
㈰

　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
方
は
、
両
日

と
も
に
午
前
11
時
～
11
時
30
分
。

○
検
診
会
場　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
料
金 

・
成
人
健
診
（
国
保
加
入
者
）

　

20
歳
以
上
39
歳	

２
，
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

		

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　

40
歳
以
上　
　
　
　
　
　

	

無　

料

・
胃
が
ん

　

40
歳
以
上
69
歳	

１
，
０
０
０
円

　

70
歳
以
上	

５
０
０
円

・
大
腸
が
ん

　

40
歳
以
上
69
歳	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上	

３
０
０
円

・
喀
痰
検
査
（
問
診
該
当
者
）

　

40
歳
以
上
69
歳	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上	

３
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）

　

40
歳
以
上
69
歳	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上	

３
０
０
円

・
肝
炎
検
査

　

40
歳
の
方
、
41
歳
以
上
69
歳
ま
で

　

の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
検
査
を
し

　

て
い
な
い
方	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
し
て

　

い
な
い
方	

３
０
０
円

○
お
申
し
込
み
期
限

　

12
月
８
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

	

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
１
９
１
０
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

健
康
を
守
り
、
生
活
習
慣
病
を
よ

り
効
果
的
に
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
以
上
の
方
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
の
方
が
対
象
で
す
。
６
月

か
ら
８
月
の
健
診
を
受
診
さ
れ
な
か
っ

た
方
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
特
定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
健
診
日　

　

12
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
持
参
す
る
も
の

・
健
康
保
険
証

・
受
診
券

○
自
己
負
担
金

　

国
保
加
入
者　
　

１
，
７
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ　
　

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

	（
生
活
安
全
課
）

	

12
月
2
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
五
霞
町
原
宿
台
子
供
会
に
よ
る
資

源
ご
み
の
集
団
回
収
は
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ　
　

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

特
定
健
診
の
お
知
ら
せ

町
民
歴
史
講
座 

ヒ
ス
ト

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
お
知
ら
せ

資
源
ご
み
集
団
回
収
中
止

の
お
知
ら
せ

が
ん
検
診
の
追
加
受
付

（
教
育
委
員
会
）

　

12
月
の
講
座
は
、
次
の
内
容
で
開

催
し
ま
す
。
随
時
、
受
付
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

12
月
の
講
座
内
容

【
12
月
３
日
㈰
】

⑴
坂
東
の
成
立
と
平
将
門
の
乱
⑬

	（
通
史
）

⑵
12
月
17
日
歴
史
散
歩
「
土
の
世
界

　

を
知
る
」
予
習

※
12
月
17
日
は
、
歴
史
散
歩
開
催
の

た
め
中
止
と
な
り
ま
す
。

○
場
所

　

中
央
公
民
館

○
講
師

　

吉
田　

優
先
生

		

（
明
治
大　

学
文
学
部
教
授
）
他

○
お
申
し
込
み
方
法

中
央
公
民
館
に
直
接
お
申
し
込
み

又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
込
み
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

	

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ　

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
） 応募フォーム
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道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
休
館
・
休
業

日
等
の
お
知
ら
せ

③
町
道
１
８
８
４
号
線
道
路
修
繕
工
事

○
工
事
期
間　
12
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
坂
間
工
業
所
㈱

④
県
道
幸
手
境
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　
平
成
30
年
１
月
中
旬
～
下
旬

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
坂
間
工
業
所
㈱

※
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で

迂
回
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

①
～
③
に
つ
い
て

　

都
市
建
設
課　

建
設
管
理
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

　

④
に
つ
い
て

　

境
工
事
事
務
所　

道
路
整
備
課

　

☎
（87）
１
９
５
３

（
都
市
建
設
課
）

　

次
の
と
お
り
道
路
の
修
繕
及
び
改

良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
通
行
止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
町
道
８
号
線
道
路
修
繕
工
事（
そ
の
３
）

○
工
事
期
間　
12
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
㈱
岡
島
組

②
町
道
９
号
線
道
路
修
繕
工
事

○
工
事
期
間　
12
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
㈱
阪
東
組　

ごみ収集・し尿処理 さしま斎場（火葬場） 役　　場

12月29日㈮～１月３日㈬

12月31日㈰午後５時～１月２日㈫
※火葬・告別式場・動物炉・霊柩車の
　使用はできません。
※霊安室使用については、12月30日㈯まで使
用可。12月31日㈰に火葬するご遺体まで

12月29日㈮～１月３日㈬
※日直業務（戸籍届出の受付）は実施
します。
※12月30日㈯の土曜窓口業務は休業し
ます。

中央公民館 Ｂ＆Ｇ海洋センター 西児童館・南児童館
12月28日㈭～１月４日㈭ 12月27日㈬～１月５日㈮ 12月28日㈭午後～１月３日㈬

ふれあいセンター 福祉センター「ひばりの里」 道の駅ごか

12月29日㈮～1月3日㈬ 12月28日㈭～１月４日㈭ 12月31日㈰～１月２日㈫
※１月3日㈬は一部営業、１月４日㈭から通常営業

（
都
市
建
設
課
）

　

こ
の
事
業
は
、
次
の
条
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
診
断

を
希
望
す
る
場
合
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」

を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
木

造
住
宅
の
耐
震
性
能
の
確
認
や
耐
震

化
の
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。

　

対
象
住
宅
に
つ
い
て
は
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
広
報
7
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
記
事
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
診
断
費
用(

個
人
負
担)

　

一
戸
あ
た
り
２
千
円

○
お
申
し
込
み
期
限

　

12
月
15
日
㈮
（
閉
庁
日
を
除
く
。

な
お
、
定
数
の
５
戸
に
達
し
次

第
終
了
し
ま
す
。
）

○
受
付
時
間

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

○
必
要
書
類

⑴
申
込
書

⑵
建
築
時
期
及
び
延
床
面
積
が
確
認

で
き
る
も
の

⑶
概
略
平
面
図
（
建
築
確
認
申
請
書

が
あ
れ
ば
そ
の
写
し
）

○
お
申
し
込
み
方
法

　

都
市
建
設
課
に
備
え
付
け
、
ま
た

は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
所
定

の
事
項
を
記
入
の
う
え
都
市
建
設

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
町
で
関
係
し
て
い
る
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
助
成
は
本
制
度
の
み
で

す
。

・
派
遣
す
る
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

が
、
補
強
工
事
の
見
積
の
提
示
や

補
強
工
事
の
契
約
の
勧
誘
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
疑
わ
し
い
セ
ー
ル
ス
等
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
及
び
受
付
窓
口

　

都
市
建
設
課

　

五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
推
進
室

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
安
全
課
）

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
毎
年
１
回
、

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
、
予
防
注
射
を
お
済
み
で
な

い
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
射
を
実
施
し
ま
し
た
ら
、
獣
医

師
が
発
行
す
る
「
注
射
済
証
明
書
」

を
生
活
安
全
課
へ
持
参
し
、
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

五
霞
町
木
造
住
宅
耐
震
診

断
士
派
遣
事
業 

木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
を
支
援
し
ま
す

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

舟渡橋

×

N

●
元栗橋
駐在所

●
元栗橋
会館

工事箇所

N

大崎
工業団地

大崎
工業団地

権
現
堂
調
節
池

太
平
橋

土与部
工業団地

香取神社●

工事箇所工事箇所 N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号

４ １２３

1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

押出工業団地

●
童夢公園

権
現
堂
川

NNN

×

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

●

●

NN

冬木落川

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所

●

●

●
無量寿寺

無量寿墓苑

県
道
幸
手
境
線

首都
圏中
央連
絡自
動車
道（
茅ヶ
崎～
大栄
）

農協
●

県
道
西
関
宿

栗
橋
線

コンビニ
●

郵便局

五霞西小学校

●

●

権
現
堂
調
節
池

童
夢
公
園

●

●

工業団地 銀行

●

工事箇所 N工事箇所

●
変電所

コンビニ
●

県道
幸手
境線

N

工事箇所工事箇所
迂回路

●五霞分署

消防署前
県道
幸手
境線

五霞交差点
県
道
西
関
宿
栗
橋
線

新
４
号
線

県
道
幸
手
境
線

コ
ン
ビ
ニ

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

舟渡橋

×

N

●
元栗橋
駐在所

●
元栗橋
会館

工事箇所

N

大崎
工業団地

大崎
工業団地

権
現
堂
調
節
池

太
平
橋

土与部
工業団地

香取神社●

工事箇所工事箇所 N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号

４ １２３

1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

押出工業団地

●
童夢公園

権
現
堂
川

NNN

×

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

●

●

NN

冬木落川

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所

●

●

●
無量寿寺

無量寿墓苑

県
道
幸
手
境
線

首都
圏中
央連
絡自
動車
道（
茅ヶ
崎～
大栄
）

農協
●

県
道
西
関
宿

栗
橋
線

コンビニ
●

郵便局

五霞西小学校

●

●

権
現
堂
調
節
池

童
夢
公
園

●

●

工業団地 銀行

●

工事箇所 N工事箇所

●
変電所

コンビニ
●

県道
幸手
境線

N

工事箇所工事箇所
迂回路

●五霞分署

消防署前
県道
幸手
境線

五霞交差点
県
道
西
関
宿
栗
橋
線

新
４
号
線

県
道
幸
手
境
線

コ
ン
ビ
ニ

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

舟渡橋

×

N

●
元栗橋
駐在所

●
元栗橋
会館

工事箇所

N

大崎
工業団地

大崎
工業団地

権
現
堂
調
節
池

太
平
橋

土与部
工業団地

香取神社●

工事箇所工事箇所 N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号

４ １２３

1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

押出工業団地

●
童夢公園

権
現
堂
川

NNN

×

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

●

●

NN

冬木落川

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所

●

●

●
無量寿寺

無量寿墓苑

県
道
幸
手
境
線

首都
圏中
央連
絡自
動車
道（
茅ヶ
崎～
大栄
）

農協
●

県
道
西
関
宿

栗
橋
線

コンビニ
●

郵便局

五霞西小学校

●

●

権
現
堂
調
節
池

童
夢
公
園

●

●

工業団地 銀行

●

工事箇所 N工事箇所

●
変電所

コンビニ
●

県道
幸手
境線

N

工事箇所工事箇所
迂回路

●五霞分署

消防署前
県道
幸手
境線

五霞交差点
県
道
西
関
宿
栗
橋
線

新
４
号
線

県
道
幸
手
境
線

コ
ン
ビ
ニ

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

舟渡橋

×

N

●
元栗橋
駐在所

●
元栗橋
会館

工事箇所

N

大崎
工業団地

大崎
工業団地

権
現
堂
調
節
池

太
平
橋

土与部
工業団地

香取神社●

工事箇所工事箇所 N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号

４ １２３

1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

押出工業団地

●
童夢公園

権
現
堂
川

NNN

×

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

●

●

NN

冬木落川

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所

●

●

●
無量寿寺

無量寿墓苑

県
道
幸
手
境
線

首都
圏中
央連
絡自
動車
道（
茅ヶ
崎～
大栄
）

農協
●

県
道
西
関
宿

栗
橋
線

コンビニ
●

郵便局

五霞西小学校

●

●

権
現
堂
調
節
池

童
夢
公
園

●

●

工業団地 銀行

●

工事箇所 N工事箇所

●
変電所

コンビニ
●

県道
幸手
境線

N

工事箇所工事箇所
迂回路

●五霞分署

消防署前
県道
幸手
境線

五霞交差点
県
道
西
関
宿
栗
橋
線

新
４
号
線

県
道
幸
手
境
線

コ
ン
ビ
ニ

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み

で
す
か
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平
成
10
年
度
か
ら
設
置
し
て
お
り

ま
す
「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
現

在
の
と
こ
ろ
大
き
な
事
故
・
事
件
も

な
く
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
通
学

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
報
道
等
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
不
審
者
・
変
質

者
が
頻
繁
に
出
没
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
確
保
の
た
め

に
避
難
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ

　

日
頃
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
現
在
設
置
い
た
だ
い
て
い
る

プ
レ
ー
ト
に
欠
損
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
新
し
い
も
の
と
取
り
替

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
平
成
30
年
２
月
に
農
業

所
得
事
前
相
談
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
確
定
申
告
は
、
例
年
混
雑

し
ま
す
。

　

申
告
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に

相
談
会
を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
青
色
申
告
は
、
納
税
者
自
ら
税
法

に
従
っ
て
計
算
し
、
納
税
す
る
制
度

で
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

年
内
に
家
屋
の
滅
失
（
取
り
壊

し
）
や
増
築
・
改
築
を
さ
れ
た
場

合
、
ま
た
は
売
買
な
ど
に
よ
り
未
登

記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

に
は
、
町
民
税
務
課
ま
で
届
出
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
土
地
の
現
況
地
目
を
変
更

し
て
い
る
場
合
に
も
同
様
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
登
記

を
済
ま
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
届

出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
に
農
業
を
営
み
、
農
産

物
の
販
売
金
額
に
よ
る
収
入
等
が

あ
っ
た
方
は
、
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
と
し
て
行
っ
て
い

な
い
農
業
（
農
産
物
を
全
く
出
荷
・

販
売
せ
ず
に
、
自
家
用
の
飯
米
や
野

菜
の
み
の
場
合
）
に
つ
い
て
は
、
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
が
必
要
で
す

・
記
帳
す
る
内
容

　

売
上
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ

や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
取
引
の
年
月
日
・
売
上
先
・

仕
入
先
・
経
費
の
金
額
等
を
帳
簿

に
記
載
し
ま
す
。

・
帳
簿
等
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て

作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請

求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
は
７
年
、
そ
の
他
（
請
求

書
・
領
収
書
等
）
は
５
年
保
存
が

必
要
で
す
。

○
事
前
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
入
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
者
ご
自

身
に
よ
る
収
支
計
算
の
も
と
行
う

も
の
で
す
。

（
健
康
福
祉
課
）

　

次
の
と
お
り
男
性
の
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
12
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

	

（
受
付　

午
前
9
時
40
分
）

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　
町
内
在
住
の
男
性

○
内
容　
そ
ば
打
ち
教
室

○
定
員　
15
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費　
1
人　

３
０
０
円

○
持
参
す
る
物　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限　

　

12
月
７
日
㈭

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
１
９
１
０
（
直
通
）

（
生
活
安
全
課
）

　

有
害
鳥
獣
（
カ
ラ
ス
）
の
銃
器
に

よ
る
駆
除
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

○
１
回
目　
12
月
３
日
㈰

○
２
回
目　
１
月
７
日
㈰

　

両
日
と
も
日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で
（
悪
天
候
で
も
実
施
し
ま
す
）

○
実
施
区
域　
五
霞
町
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

農
業
所
得
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

土
地
・
家
屋
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す

○
設
置
協
力
者
募
集

　

次
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
中
央
公

民
館
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
ご
協
力
い
た
だ
く
内
容

①
プ
レ
ー
ト
を
道
路
に
面
す
る
門
扉

な
ど
の
目
に
付
き
や
す
い
場
所
に

設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
こ
ど
も
が
避
難
を
求
め
て
き
た
場

合
、
子
ど
も
の
家
族
や
学
校
に
連

絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
変
質
者
が
出
没
す
る
な
ど
緊
急
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
学
校
・
警

察
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
が
緊
急
に
避
難
を
必
要

な
場
合
と
し
て
考
え
ら
れ
る
事
柄

①	

不
審
な
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
痴
漢
行
為
等
を
受
け
る
恐
れ

が
あ
る
場
合

②	

突
然
の
自
然
災
害
等
で
緊
急
に
避

難
が
必
要
な
場
合

③	

体
調
不
良
や
け
が
等
で
緊
急
に
家

族
や
病
院
等
に
搬
送
す
べ
き
事
態

が
生
じ
た
場
合

④	

そ
の
他
、
緊
急
に
避
難
す
べ
き
事

態
が
生
じ
た
場
合

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

男
性
の
料
理
教
室
参
加
者

募
集

カ
ラ
ス
駆
除
を
実
施
し
ま
す

「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」に
つ
い
て

（
教
育
委
員
会
）
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（
生
活
安
全
課
）

　

家
庭
ご
み
を
出
す
場
合
、
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を
参
考
に
し
、
き

ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

・
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
8
時
ま

で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。（
時
間
厳
守

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
き
ち
ん
と
ラ

ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
。
ラ
ベ
ル
は
燃
え
る
ご

み
、
キ
ャ
ッ
プ
は
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗
剤

の
容
器
及
び
油
の
容
器
等
は
可
燃

ご
み
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
教
育
委
員
会
）

　

五
霞
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主

催
に
よ
る
青
少
年
の
主
張
大
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
児
童
生
徒

が
、
日
頃
の
思
い
や
将
来
の
夢
な
ど

を
発
表
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
15
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
会
場　
中
央
公
民
館　

講
堂

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

第
23
回
青
少
年
の
主
張
大
会

を
開
催
し
ま
す

相

談
（
健
康
福
祉
課
）

　

「
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
町
」
を
目
指
し
て
、
乳
幼
児
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

育
児
や
予
防
接
種
等
に
つ
い
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
母
乳
で
育
て
た
い
け
れ
ど

十
分
に
飲
め
て
い
る
か
な
ど
の
母
乳

相
談
も
行
い
ま
す
。

○
日
時　
12
月
５
日
㈫

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
１
９
１
０
（
直
通
）

乳
幼
児
健
康
相
談
・
助
産

師
の
母
乳
相
談

（
総
務
課
）

　

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
法
務
省

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
町
の
人
権
擁
護
委

員
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
人
権
に

関
す
る
問
題
（
虐
待
・
暴
力
・
セ
ク

ハ
ラ
・
同
和
問
題
・
高
齢
者
・
障
害

者
等
）
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

秘
密
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
11
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）（

総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
、
福
祉
、
教
育
、

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
人

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）

（
産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
13
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

		（
た
だ
し
、正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

【
推
薦
・
一
般
】

　

一
般
の
高
等
学
校
と
同
じ
学
科
を

学
ぶ
の
で
、
3
年
間
の
教
育
が
終
了

し
た
と
き
は
、
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。

○
受
付
期
間

【
一
般
】

　

11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
9
日
㈫

※
締
切
日
必
着

特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）

の
開
設
に
つ
い
て

生
活
相
談

○
応
募
資
格

【
推
薦
】

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
者
で
、
中
学
校
長

又
は
中
等
教
育
学
校
長
が
責
任
を

持
っ
て
推
薦
で
き
る
者

【
一
般
】

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
者

○
試
験
日

【
推
薦
】

　

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
～
１
月
８

日
㈪
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

【
一
般
】

第
1
次
試
験

　

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

第
2
次
試
験

　

平
成
30
年
2
月
１
日
㈭
～
4
日
㈰

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

○
試
験
会
場

【
推
薦
】

　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）

【
一
般
】

　

受
付
時
又
は
受
験
票
交
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム	

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま
た

は
左
記
の
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

防
衛
省
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　

筑
西
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
９
６
（22）
７
２
３
９

示示
掲掲

板板

助産師の母乳相談 乳幼児健康相談

対象者 1歳未満の乳児 乳幼児と家族

受　付 午前10時～
（予約制） 午前10時～10時20分

内　容
母乳相談
※12月1日㈮までにお
申し込みください

身体計測、育児や予
防接種について

消
費
生
活
相
談

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ
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・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

　

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

　

に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

　

権
侵
害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

　

差
別
を
な
く
そ
う

・
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見

　

や
差
別
を
な
く
そ
う

○
お
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
地
方
法
務
局

　

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
９

　

県
税
事
務
所
で
は
、
車
検
用
納
税

証
明
書
の
他
に
、
次
の
２
種
類
の
証

明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

①
税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税
状
況

の
証
明
書

②
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
の
未
納

の
な
い
こ
と
の
証
明
書

※
申
請
前
に
、
ど
ち
ら
が
必
要
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑

	

（
法
人
は
代
表
者
の
登
録
印
）

・
証
明
手
数
料
（
現
金
）

	

（
１
件
に
つ
き
４
０
０
円
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
直
近
（
約
２
週
間
程
度
）
に
県
税

を
納
め
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

☎
（87）
１
１
２
０

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
一

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
等
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明

書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
11
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や

領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

下
館
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
６
（25）
０
８
２
９

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ	

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
は
、
地

方
税
の
手
続
き
を
電
子
的
に
行
う
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

地
方
税
の
申
告
を
窓
口
に
出
向
く

こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税

理
士
事
務
所
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
主
な
対
象
税
目

・
法
人
市
町
村
民
税

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

・
個
人
住
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書

　

や
特
別
徴
収
関
連
手
続
）

○
利
用
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
ま
で（
土
・

日
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始
（
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
）
を
除
く
）

※
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

		

（http://w
w
w
.eltax.jp/

）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人

　

地
方
税
電
子
化
協
議
会

　

☎
０
５
７
０
（
０
８
１
）
４
５
９

※
受
付
時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始（
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
）
を
除
く
）

　

不
動
産
の
相
続
登
記
を
せ
ず
に
放

置
し
て
お
く
と
、
権
利
関
係
が
複
雑

と
な
り
、
後
に
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が

起
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
相
続
登
記
を
し
ま
せ
ん
か
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

・
茨
城
司
法
書
士

　

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

・
茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
２
９
（
２
５
９
）
７
４
０
０

・
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

　

☎
０
２
９
６
（43）
３
９
３
５

　

茨
城
県
で
は
、
本
年
度
か
ら
産
学

官
が
連
携
し
、
農
業
に
関
す
る
幅
広

い
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
や
加
工
技
術
、
経
営
管
理
、

法
人
化
に
関
す
る
講
座
な
ど
か
ら
自

由
に
選
ん
で
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
講
座
内
容
の
詳
細
、
お
申

し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○「
い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.agriacadem

y.

　

pref.ibaraki.jp/

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

企
画
調
整
課

　

☎
０
２
９
９
（45）
８
３
２
１

（
生
活
安
全
課
）

　

家
庭
ご
み
を
出
す
場
合
、
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を
参
考
に
し
、
き

ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

・
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
8
時
ま

で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。（
時
間
厳
守

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
き
ち
ん
と
ラ

ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
。
ラ
ベ
ル
は
燃
え
る
ご

み
、
キ
ャ
ッ
プ
は
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗
剤

の
容
器
及
び
油
の
容
器
等
は
可
燃

ご
み
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
教
育
委
員
会
）

　

五
霞
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主

催
に
よ
る
青
少
年
の
主
張
大
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
児
童
生
徒

が
、
日
頃
の
思
い
や
将
来
の
夢
な
ど

を
発
表
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
15
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
会
場　
中
央
公
民
館　

講
堂

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

は
人
権
週
間
で
す

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月

10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年

12
月
10
日
が
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の
人
権

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、
お
互
い
に

相
手
の
立
場
を
尊
重
し
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
第
69
回
人
権
週
間
強
調
事
項

	

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

　

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認

　

め
合
う
心
～
」

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や

　

差
別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

　

者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

　

く
そ
う

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
の
送
付

地
方
税
の
申
告
は
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
が
便
利
で
す

県
税
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

相
続
登
記
は
お
済
で
し
ょ

う
か
？

い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

受
講
者
募
集
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五霞中学校１年生
認知症サポーター養成講座の様子

　

五
霞
中
学
校
で
は
、
９
月
に
は
、
３
年
生

の
修
学
旅
行
と
２
年
生
の
職
場
体
験
学
習
、

10
月
に
は
、
合
唱
祭
・
か
す
み
祭
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
３
年
生
に
と
っ
て
は
、

修
学
旅
行
と
最
後
の
合
唱
祭
・
か
す
み
祭

は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
一
生
の
思
い
出
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
職
場
体
験
を
終
え
て　
　
　

 

２
年　
小
坂　
友ゆ

里り

絵え

　

私
は
、
職
場
体
験
で
接
客
の
仕
事
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
開
店
前
に
、

店
の
掃
除
を
し
ま
し
た
。
掃
除
に
も
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
が
あ
り
、
座
布
団
や
メ
ニ
ュ
ー
の

並
べ
方
が
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
す
ご
く
お
客

さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し

た
。
開
店
し
て
一
人
一
人
に
お
茶
を
持
っ
て

行
き
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
、
う
ま

く
接
客
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、２
日
目
は
、

１
日
目
よ
り
落
ち
着
い
て
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
日
間
は
、
す
ご
く
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
接
客
の
職
場
体

験
を
将
来
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

◇
修
学
旅
行
の
思
い
出３

年　
小お

沼ぬ
ま　
莉り

子こ

　

私
は
、
修
学
旅
行
の

実
行
委
員
と
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
が
楽
し
め

る
修
学
旅
行
に
な
る
よ

う
に
、
他
の
実
行
委
員

と
何
ヶ
月
も
前
か
ら
た

く
さ
ん
話
し
合
い
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
ほ
と
ん
ど
計
画
通
り
に
日
程
も
進
み
、

実
行
委
員
会
で
話
し
合
っ
た
こ
と
が
生
か

さ
れ
た
有
意
義
な
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。
和
服
着
付
け
体
験
で
は
、
歩
く
の
が

少
し
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
貴
重
な
体
験

が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な

が
楽
し
く
３
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

◇
最
後
の
合
唱
祭
を
終
え
て

３
年　
新
井　
裕ゆ
う
貴き

　

私
達
１
組
は
、
中
学
校
生
活
最
後
の
合

唱
祭
で
金
賞
を
と
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

一
生
懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
３
年
生

は
テ
ス
ト
や
受
験
勉
強
で
毎
日
が
と
て
も

忙
し
い
で
す
。
そ
の
中
で
も
朝
や
放
課
後

の
練
習
に
参
加
し
て
く
れ
る
友
達
が
い
た

か
ら
こ
そ
、
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
団
結
力
で
先
生
方
や
保

護
者
に
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
合
唱
祭
で
ク
ラ
ス

の
絆
を
さ
ら
に
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
よ

い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

健康応援隊！The

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
五
霞
町
で
も
高

齢
化
率
が
30
％
を
超
え
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
患
者
も
、
高
齢
化
と
と
も
に

増
え
、
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
を

超
え
、
65
歳
以
上
の
５
人
に
一
人
が
認
知

症
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
認
知
症
を
取
り
巻
く
問
題
は
、
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
病
気
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

 

「
認
知
症
」と
は
、「
い
っ
た
ん
正
常
に
発

達
し
た
知
能
（
脳
）
に
何
ら
か
の
原
因
で

記
憶
・
判
断
力
な
ど
の
障
害
が
起
き
、
日

常
生
活
が
う
ま
く
行
え
な
く
な
る
よ
う

な
病
的
状
態
」
を
言
い
ま
す
。
単
な
る
物

忘
れ
と
は
違
い
、
脳
の
病
気
で
す
。
原
因

は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳
血
管
障
害

に
よ
る
も
の
が
多
く
、
高
齢
者
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　
家
族
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
ど

ん
な
ふ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
認
知
症
の
症
状
は
、
人
に

よ
っ
て
様
々
で
す
。

　
介
護
す
る
方
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
な
ど
し
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
、
地
域
で
支
え
あ
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

り
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症

の
方
に
対
す
る
接
し
方
を
学
ん
だ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
地
域
な
ど
で
認
知
症
の
方

及
び
そ
の
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で

す
。
今
年
は
、
五
霞
中
学
校
１
年
生
に
も

養
成
講
座
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
中
学
生
か
ら
は
、 「
認
知
症
の

こ
と
を
知
っ
て
く
れ
る
人
が
も
っ
と
増
え
れ

ば
い
い
。」 と
い
っ
た
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
開

催
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
が
う
か
が
っ
て
、
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
０
７
６
５

・
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
支
援
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課　

保
健
師
）

認
知
症
を
知
り
ま
し
ょ
う

学校コーナー

五　霞
中学校

考え・進め
未来へ！
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線214） 

人

人
人
世帯

（ 人）

（　 人）
（68人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、局番なしの＃8000
その他の電話からは☎029―254―9900

平日
休日
 休日＝日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

茨城県緊急医療情報コントロールセンター

☎029―241―4199

休日や夜間に救急対応している
小児科医療機関をお探しのとき 年中無休／24時間

土曜窓口 ▶開設日
土曜日（祝日を除く）：午前8時30分～正午
申請・請求できる方

住民票※ 本人及び同一世帯の方

戸籍謄本・抄本※ 本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方

印鑑証明 印鑑登録証をお持ちの方

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民Ｇ　☎84―1965（直通）

東日本大震災義援金について
平成30年３月31日（土）まで受付期間を延長いたします。
引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした
義援金は、日本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への
生活支援や見舞金に使われます。

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

輪番日…月～土曜日
小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

古河古河病院（古河市）……………… ☎47―1010

11

8,777

4,436
4,341

3,206

155

87

82

 前月比 －9人 （－9人）

12月の納税 ▶納期限…１２月２５日（月）まで

♥義援金送金額　1,229,268円 （11月16日 現在）

▶12月の開設日
27日（水）：午後５時15分～７時

2017年 月

…午後6時30分～翌朝8時
…午前8時～翌朝8時

：午後６時～午後11時
：午前９時～午後４時 日曜日・祝日

町長（直通）■84―1550　FAX

町 県 民 税 町民税務課 税務G  ☎84―1966 
国 民 健 康保険税 ６ 期町民税務課

 
税務G

 
☎84―1966 

後期高齢者医療保険料 ６ 期町民税務課 税務G ☎84―1966 
  

４ 期

介 護 保 険 料 ６ 期健康福祉課高齢者支援G ☎84―0006 
保 　 育 　 料 12月分健康福祉課社会福祉G ☎84―0006 

指あみにチャレンジ（西児童館）

みんなでクッキング（南児童館）

12月29日㈮から
１月３日㈬までは
ごみ収集を行い
ません。
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月
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木

金
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月
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木

金

土
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

古河

日赤

日赤

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

紙類

不燃性粗大ごみ

びん類・ペットボトル

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

可燃ごみ

缶類

西南

西南

西南

日赤

日赤

日赤

友愛

西南

西南

道の駅ごか（定休日）

町民歴史講座（中央公民館）　子育て応援フェスタ（西児童館）
町税等休日収納及び納付相談（各窓口）　カラス駆除（町内全域）

ちびっこ広場（西児童館）
すくすく相談（保健センター）

南・西児童館休館日

にこにこ広場（南児童館）
チャレンジデー③（南児童館）

乳幼児健康相談（保健センター）

障害者相談支援事業（役場）
ふれあいハート教室（保健センター）

ドッジボール大会・避難訓練（南児童館）
デカバクダンゲーム（西児童館）　特設人権相談(ふれあいセンター)

ときめきパーティー2017（ホテル グリーンコア（幸手市））
映画上映会(ふれあいセンター)

うたごえサロン（中央公民館）

がん検診・特定健診（保健センター）

がん検診・特定健診（保健センター）
歴史散歩（常総市）

親子ヨガ教室(ふれあいセンター)

天皇誕生日

クリスマス会（西・南児童館）

町税等夜間収納（各窓口）

道の駅ごか（定休日）

手作りクッキング（西児童館）
道の駅ごか（定休日）

ちびっこ広場（西児童館）
第23回青少年の主張大会（中央公民館）

生活困窮者自立相談支援事業巡回相談日（役場）

消費生活相談窓口(ふれあいセンター)

避難訓練（西児童館）　男性の料理教室(保健センター)
親子ヨガ教室(ふれあいセンター)
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駐車禁止等の標識がなくても
この駐車方法は違反です!!

路上駐車は、車上狙い・車の盗難
　　　等の被害に遭う恐れがあります

道路は駐車場ではありません！
決められた場所に駐車してください！

 

路上駐車はやめましょう！
最近町内でも、下記のような路上駐車を目に
します。
今一度、再確認して、車は決められた場所に
駐車しましょう。

○お問い合わせ先
　小福田駐在所　☎（８４）００５７　　 元栗橋駐在所　☎（８４）０２７２
　境警察署　　　☎（８６）０１１０

●歩道上への駐車
●右側駐車（いわゆる逆側駐車）
●交差点内、交差点の側端から５メートル以内の部分
●道路上の場所を自動車の保管場所として反復継続して使用
　３ヵ月以下の懲役又は20万円以下の罰金となります！！
●道路上の同一の場所に引き続き12時間(夜間8時間)以上
　の駐車
　20万円以下の罰金となります！！
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